
（別紙３）

～ 令和8年2月28日

（対象者数） 34 （回答者数） 34

～ 令和8年2月28日

（対象者数） 8 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 利用児童の特性をより考慮したプログラムの考案。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
恒常的に支援者に余裕が持てるよう配置転換やスキルアップ
など働き方の見直しを行う。

2
早帰りや学校休業日の余暇時間を活用して個別的な課題を支
援できるよう見直す。

3

運動療育を取り入れていること。
プログラムが単調にならないよう複数人で内容を検討していま
す。

多年代の児童同士に社会性を持てること。
自分よりも年⾧児、年少児への接し方、声のかけ方などその児
童に合わせた取り組みをしています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

職員（支援者）数に余裕がない。 支援者を増やすために採用活動を行っています。

個別支援の時間が持てないこと。
運動療育の集団活動時間があるため学校後の時間を確保するこ
とが困難である。

令和8年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月21日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こどもプラス横須賀教室

○保護者評価実施期間 令和8年2月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


